
移動式ＩＣＴユニット(MDRU)の概要
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アタッシュケース型ICTユニット

● 東日本大震災での教訓を踏まえて、災害時に被災地へ搬入して迅速に通信ネットワークを応急復旧させることが可能な
「移動式ICTユニット」の研究開発を実施。 【H23補正予算:6億、H24予算:3億、H24補正予算:6億】（委託先：NTT、NTTコム、富士通、東北大学）

26年11月にNTTグループが製品化し、現在、自治体、災害対策機関等へPR中。（Ｐ）

「移動式ICTユニット（ＭＤＲＵ）」とは

災害時に被災地へ搬入して迅速に通信ネットワークを応急復旧させることが可能な通信設備。東日本大震災での
教訓を踏まえて総務省が委託して研究開発（2012～2013年度）を実施し、実用化。
車載型、アタッシュケース型等の小型化に対応。

今回、ＩＴＵではアタッシュケース型ユニット３台の導入を決定（今度更なる導入が期待される）。

●地上回線、衛星回線と接続可能であり、被災地に

持ち込み、簡単にWi-Fiネットワークと情報処理サーバ

を提供可能。

●普段使っているスマートフォン・電話番号で、音声通話

やデータ通信（メール、ファイル共有、インターネット

接続）が可能（最大半径１km、数十台接続可能）。

●車載型やアタッシュケース型に小型化され、持ち運び

（ニーズに応じた入替え）が可能であり、商用電源が

なくてもバッテリーで動作。

ICTユニットの主な特徴

※（英語名）ＭＤＲＵ：Movable and Deployable ICT Resource Unit

無線LAN（Wi-Fi）による
通信エリア


